ばいえん のち 

「煤煙」 が 朝日 新聞に 出て 有名に なつてから 後間 もな 

それ 

くの 話で あるが、 著者 は 夫 を 単行本と して 再び 世間に 

しょし 

公け にす る 計画 をした。 書肆 も 無論 賛成で 既に 印刷に 

まで そのころ 

回して 活字に 組み込ま うと 迄した 位で ある。 所が 其 頃 

やかまし 

内閣が 変って、 著書 の 検閲が 急に 八 釜 敷くな つたので、 

おもん" まい 

書肆 は 万一 を 慮って、 直接に 警保 局長の 意見 を 確 

めに 行った。 すると 警保 局長 は 全然 出版に 反対の 意 を 

ほの 

仄めかした。 もし 押切って 発売に 至る 迄の 手続 をし や 

う ものなら、 必ず 発売禁止になる ものと 解釈して、 書 

やむ いだ 

肆は 引下った。 著者 は已を 得ず 煤煙の 切 抜 帳 を 抱いて、 

お？ * 、- つ 

大 に 詰まらな がって ゐた。 



さ 

所へ ある 気の利いた 男が 出て 来て、 煤煙の 全部 を 出 

版し やうと すれば ， J そ 災を 招く 恐れが あるので、 その 

だけ まとめ 

うちの 安全な 部分 丈 を 切り離して 小冊子に 纏 たら ど 

んな もの だら うとい ふ 新案 を 提出し た 。 著者 は 多少 思 

考を 費した 上、 此 説に 同意して、 直に 煤煙の 前半、 即 

き やうり とりあ へ 

ち 要吉が 郷里に 帰って 東京に 出て 来る 迄の 間 を 取敢ず 

第 一 巻と して 活版に する 事に 決心した。 

著者の 選択した 部分 は、 煤煙の 骨子で ない 所から 云 

へば、 著者に 取って 遺憾 かも 知れない が、 安全と 云 ふ 

これほど 

点から 見れば 是程 安全な 章 はな い。 誰が 読んだ つ て 

さしつ かへ そのうへ み 

差 支な いんだから 大丈夫で ある。 其 上 余の 視る 所で 



は、 肝心の 後編より 却て 出来が^い 様に 思 はれる。 

はっき リ 

余 は煤烟 全部 を 読み直す 暇がない ので、 判然した 判断 

を 下す に 躊躇す るが、 当時の 新聞 は 連続して 欠かさず 

いま そのと き 

眼 を 通した もの だから、 未だに 残って ゐる、 其 時の 印 

象 は、 恐らく 余に 取って 糙 かなもの だら うと 考 へる。 

その ひと 

其 印象 を 平たく 他に 伝へ 得る 様な 言葉に 引き延ばして 

見る と 斯うで ある。 煤煙の 後篇 はどう もケ レンが 

多くって ^ 可ない。 非常に 痛切な こと を 道楽 半分 人に 

見せる 為に 書いて ゐる 様な 気がする。 所が 前半に は 

そのへ い だいぶん 

其 弊が 大分 少 い 。 一 種の 空気がず つと 貫いて 陰鬱な 色 

まん べん じねん この おい 

が 万遍なく 自然に 出 てゐ る。 此 意味に 於 て 著者が 前篇 



ついで き やうり 

から 出る 事 も 序に 注意したい。 煤煙の 主人公が 郷里 

へ 帰って から 又 東京へ 引き返す 迄に、 遭遇した リ 回想 

こと...；.、 

したりす る 事件 は、 決して 尋常の もので はない。 悉 

しきさい ばかり 

く 飛び離れて 強烈な 色采を 有して ゐる もの 許 である。 

しまつ ナ 

要吉は 犬の 耳 を 塩漬に して ゐる 女の 夢を見た と 書いて 

ぢ やう 

ある。 主人公 は 一 場の 夢に 至る 迄、 何 か 天下 を 驚か 

す 様な 内容で なければ 気が済まな いの だとし か 解釈 出 

来ない。 

それ 

夫 だから 読者 の 受ける 感じの 中には、 著者が 非常に 

苦心した なと 云 ふ 自覚が 起る と 同時に、 それが 自分の 

額に 反映して 読む 事が 既に 苦しくなる 場合 も ある。 又 



事件が あまり 派出に 並んで ゐる ために、 (其 調子 は 厭 

に 陰鬱で は ある けれども) 殆んど セン セ— ショ ナルな 

安つ ぼい 小説と 脊中 合せ をして ゐる 様な 気 も 起る。 

これほど 

事件が 是程 充実して ゐる 割に 性格が 出て ゐな いのが 

ほど 

不思議で ある。 著者 は あれ 程 性格が 書いて あれば 沢山 

ぢ やない かと 云 ふか も 知れない が、 余の 云 ふ 性格 は 要 

吉の 特色 を 指す ので ある。 篇 中に 書いて あるの は要吉 

これ その ゎリ 

の 境遇で ある。 是は 濃く 出て ゐる。 けれども 其 割から 

云 ふと 要吉は 薄つ ぼい ものである。 何故と 云へば、 要 

吉の 言動が、 かゝる 境遇の 下に 置かれた る 普通の 人の 

なすべき 言動 以外に は 一 歩 も 出て ゐ ないから である。 
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